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今
こ

年
とし

も残
のこ

すところ、あとわずかになりました。 

朝
あさ

夕
ゆう

一
いち

段
だん

と冷
ひ

え込
こ

むようになり、気
き

温
おん

の変
へん

化
か

に体
からだ

がついていけず、体
たい

調
ちょう

を崩
くず

す人
ひと

が増
ふ

える時
じ

期
き

で

す。新
しん

型
がた

コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルス、かぜなどへの予
よ

防
ぼう

をしっかりしましょう。

感
かん

染
せん

症
しょう

予
よ

防
ぼう

の第
だい

一
いち

の鉄
てっ

則
そく

はせっけんを使
つか

ったていねいな手
て

洗
あら

いです。外
そと

から戻
もど

ったとき、そして「い

ただきます」の前
まえ

には必
かなら

ず手
て

を洗
あら

いましょう。 

寒
さむ

くなると空
くう

気
き

が乾
かん

燥
そう

してウイルスによる感
かん

染
せん

症
しょう

などにかかりやすくなります。感
かん

染
せん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

に

は、まず原
げん

因
いん

となるウイルスなどを体
からだ

の中
なか

に入
い

れないことです。せっけんを使
つか

った手
て

洗
あら

い、うがい、

マスクの着
ちゃく

用
よう

はそのために行
おこな

います。そして、体
たい

力
りょく

をつけ、体
からだ

の抵
てい

抗
こう

力
りょく

を高
たか

めておくことです。

そのためには栄
えい

養
よう

のバランスのとれた食
しょく

事
じ

を毎
まい

日
にち

しっかり食
た

べることも大
たい

切
せつ

です。冬
ふゆ

においしい食
た

べ

物
もの

には、寒
さむ

さに負
ま

けない丈
じょう

夫
ぶ

な体
からだ

づくりに役
やく

立
だ

つものが多
おお

いです。 

※とりすぎには気
き

を付
つ

けましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

には先人
せんじん

たちの知
ち

恵
え

や工
く

夫
ふう

、思
おも

いが詰
つ

まっています。お祭
まつ

りなどの習
なら

わしで口
くち

にするこ

とがありますが、身
み

近
ぢか

な郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

といえば、正
しょう

月
がつ

に食
た

べるおせちや雑
ぞう

煮
に

ではないでしょうか。代
だい

々
だい

栄
さか

えますように、元
げん

気
き

に過
す

ごせるように、といった願
ねが

いが込
こ

められている料
りょう

理
り

がそろっています。 

雑
ぞう

煮
に

は、使
つか

うもち（角
かく

もち、丸
まる

もち）、もちの扱
あつか

い方
かた

（焼
や

いて入
い

れる、煮
に

る）、汁
しる

の種
しゅ

類
るい

（すまし汁
じる

、

白
しろ

みそ汁
しる

、赤
あか

みそ汁
しる

、小豆
あ ず き

汁
じる

）、具
ぐ

材
ざい

（具
ぐ

だくさん、もちを中心
ちゅうしん

にすっきり）などの違
ちが

いで分
わ

けると、

１００種
しゅ

類
るい

を超
こ

えるほど多
た

様
よう

になるとされています。 

自
じ

分
ぶん

が育
そだ

った地
ち

域
いき

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

が作
つく

れると一
いち

目
もく

置
お

かれそうですね。 

具
ぐ

だくさん。もちは甘
あま

い

くるみだれにつけて食
た

べる。 

白
しろ

みそ仕
じ

立
た

て。材
ざい

料
りょう

は

すべて丸
まる

い形
かたち

にして

入
い

れる。 

山
さん

陰
いん

地
ち

方
ほう

に多
おお

い雑
ぞう

煮
に

。

縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い小豆
あ ず き

の汁
しる

。 

白
しろ

みそ雑
ぞう

煮
に

（京
きょう

都
と

府
ふ

） 

郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

とは、その土
と

地
ち

の産
さん

物
ぶつ

を活
かつ

用
よう

して風
ふう

土
ど

に合
あ

った調
ちょう

理
り

法
ほう

によって 

作
つく

られた料
りょう

理
り

のことです。 

例
たと

えば、山
やま

の地
ち

域
いき

だったら野
や

菜
さい

類
るい

、海
うみ

の地
ち

域
いき

だったら魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を使
つか

った 

料
りょう

理
り

が想
そう

像
ぞう

できると思
おも

います。また、季
き

節
せつ

や気
き

候
こう

といった環
かん

境
きょう

によって、 

食
しょく

材
ざい

の保
ほ

存
ぞん

やその土
と

地
ち

に住
す

む人
ひと

の状
じょう

況
きょう

によって考
かんが

えられた料
りょう

理
り

もあり 

ます。 

みなさんの住
す

んでいる地
ち

域
いき

にはどんな地
ち

形
けい

や気
き

候
こう

の特
とく

徴
ちょう

がありますか？ 

それに合
あ

う料
りょう

理
り

がきっとあります。自
じ

分
ぶん

の地
ち

域
いき

ではよくあると思
おも

われる 

食
しょく

材
ざい

でも他
ほか

の地
ち

域
いき

では珍
めずら

しいこともあるので、「これも郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

？」と 

いうものも出
で

てくることがあります。 

宮
みや

古
こ

くるみ雑
ぞう

煮
に

（岩
いわ

手
て

県
けん

） 小豆
あ ず き

雑
ぞう

煮
に

（鳥
とっ

取
とり

県
けん

） 

●全国
ぜんこく

の雑
ぞう

煮
に

から 


